
 - 67 -
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   議事日程第３号       第２回定例会 

   平成２７年６月４日（木）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員は、10番沖津一博議員で

あります。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 

 一般質問通告書 

 平成２７年６月４日（木）                        （第２回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少問題につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市にとりましても人口減少は深刻で

ある。 

（１）昭和29年合併以来、人口動態はど

のように変化しているのか。 

（２）現況について 

（３）行政区画整理・区画整理組合・民

間住宅団地などによる開発行為も本

市は他と比較しても進んでいるかと

思うが、転入者と転出者の変化は。 

（４）本市も本年度より「さがえ未来創

成課」が創設され、５月22日に「さ

がえ未来創成戦略」の策定に向けた

14番 

木 村 寿太郎 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

国史跡指定を受け

て今後の慈恩寺観

光について 

外部有識者会議の初会合が開かれた

が、この人口減少については、どの

ような内容説明であったのか。 

（５）全国どこの自治体も抱える課題と

思うが、本市の今後の施策について 

 慈恩寺は市制施行60周年の記念すべき

年に国史跡指定を受け 

（１）指定を受けた後の成果について 

（２）今後の施設計画や振興について 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

 

 

１３ 

 

 

１４ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

寒河江市国民健康

保険税条例の改正

案について 

住みやすいまちづ

くりについて 

 

 

 

市民主権の市政運

営について 

（１）医療費の適正化について 

（２）税負担の軽減について 

 

（１）左沢線と山形新幹線の乗り継ぎに

係る待ち時間短縮による利便性の向

上について 

（２）首都圏における市内企業の社員募

集に係る情報発信等の支援について 

（１）任命書や当選証書等の氏名に敬称

を用いることについて 

（２）損害賠償の額の決定等の議案に係

る請求者に敬称を用いることについ

て 

15番 

内 藤   明 

市 長 

 

 

市 長 

 

 

 

 

市 長 

選挙管理委員長 

 

 

１６ 

 

 

 

 

歴史のまちづくり

について 

 

 

 

 「地域の特徴、伝統を生かした魅力」

の競い合う時代、個性的なまちづくりの

ために、特に慈恩寺、平塩熊野神社、寒

河江八幡宮を活かしたまちづくりについ

て 

８番 

石 山   忠 

市 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

木村寿太郎議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号11番、12番について、

14番木村寿太郎議員。 

○木村寿太郎議員 おはようございます。 

  ４月の統一地方選挙において、２名の定数減

があり、またベテラン議員の５名の方が退任さ

れ、ちょっと寂しくなるかと思いましたけれど

も、新人議員、優秀な４名の方がこの議会に参

加することになりまして、大変うれしく思って

おります。私も振り返ってみれば４年ぶりの一

般質問でございますので、いろいろ間違うこと

も多少あるかと思いますけれども、お許し願い

たいと思います。 

  それでは、私は新政クラブの一員として、ま

たこの質問に関心をお持ちの市民を代表し、私

の考えも含め、通告番号11番、人口減少につい
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て、12番、国史跡指定を受けての今後の慈恩寺

観光についてをお伺いいたしますので、市長、

教育長の答弁をよろしくお願いしたいと思いま

す。 

  今まさに人口減少時代に入った日本とは対照

的に、世界の人口は72億5,000万人を超え、１

分に137人、１日で20万人、１年で7,000万人ふ

え続けております。 

  しかし、現在の日本人口は１億2,688万人で、

国交省の資料によると日本の歴史背景の人口は

鎌倉幕府政治時には757万人、江戸幕府政治時

には1,227万人、さらに明治維新時には3,300万

人と言われ、1900年、明治33年には4,384万人

となり、20世紀までの100年間に約8,000万人ふ

え、現在に至っております。 

  その後、2005年をピークに人口減少が始まり

ました。昨年４月に国立社会保障・人口問題研

究所が公表した将来推計人口は、2060年には

8,674万人まで減少すると言われております。 

  山形県の人口は、2010年の116万8,924人から

2040年には83万5,554人まで減少すると推計さ

れており、約71.5％に落ち込むようであります。

そのうち、人口が４割以上落ち込む自治体が県

内では35市町村のうち13町村、65歳以上の高齢

化も24市町村で４割超えとなり、実情は地方ほ

ど深刻でございます。過疎、限界集落、地域コ

ミュニティーの崩壊、消滅可能都市など、実態

を示す言葉が重くのしかかってきておるわけで

ございます。 

  本市におかれては、昭和29年に合併以来、人

口動態はどのように変化し、合併当時の２町５

村の各地区の人口と世帯数をまずお聞きしたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 皆様、おはようございます。 

  木村議員からは人口動態ということで、合併

以降の変化について御質問がありましたので、

お答えをしたいと思います。 

  昭和29年のデータ、後ほど申しあげますけれ

ども、資料によりますと国勢調査などもあって、

昭和30年のデータがありますので、そこからお

答えをしたいというふうに思います。 

  資料を見ますと、出生率と死亡率を比較する

いわゆる自然動態では、昭和30年のデータでは

479人の増と、こういうことでありました。要

するに出生者数が多いと、こういうことですね。

また、転入・転出を比較します社会動態では

991人の減ということでありました。転出者が

多いと、こういうことであります。 

  この自然動態、死亡と出生の変化を見ると、

平成15年に出生数より死亡数が多くなって、自

然減に転じているところであります。一方、社

会動態の変化というのは直線ではありませんの

で、昭和50年と51年、平成５年から平成16年ま

での間は転入が転出を上回る、いわゆる社会増

になっている状況であります。平成17年以降に

ついては、平成20年だけ社会動態が増加してい

ますが、それ以外については平成17年以降、社

会動態及び自然動態ともに減少している状況で

あります。 

  合併当時の昭和21年11月１日の２町５村の各

人口と世帯数というお尋ねでありましたが、当

時の資料によりますと人口については寒河江町

が１万4,940人、世帯数については2,548世帯で

あります。西根村については人口が4,975人、

世帯数が787世帯、柴橋村については5,916人、

世帯数が966世帯、高松村については4,626人、

世帯数758世帯、醍醐村については2,228人、世

帯数365世帯、白岩町については人口6,457人、

世帯数が1,077世帯、三泉村については2,965人、

世帯数485世帯というふうになっております。

これはそれぞれ記載しておりますので、これを

合計してみましたところ、全体では４万2,107

人、世帯数は6,986世帯というふうになってい

るようであります。 

○國井輝明議長 木村議員。 
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○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  そんなに大きくは変化していないということ

でしょうけれども、現況の各地区の人口と世帯

をお伺いし、その後質問させていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 それでは、現在の状況はどうな

っているかということでありますが、最新の平

成27年４月末現在の住民基本台帳に基づいて人

口を申しあげますと、総数４万2,111人であり

ます。うち寒河江地区については２万3,670人、

西根地区については4,684人、柴橋地区につい

ては5,199人、高松地区については2,957人、醍

醐地区については1,212人、白岩地区について

は2,792人、三泉地区については1,597人となっ

ております。 

  世帯数についても申しあげますと、総数は１

万3,568世帯であります。寒河江地区について

は7,959世帯、西根地区については1,419世帯、

柴橋地区については1,566世帯、高松地区につ

いては838世帯、醍醐地区については340世帯、

白岩地区については917世帯、三泉地区につい

ては529世帯というふうになっているところで

ございます。 

○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  人口だけ比較しましても、わずか４名だけ増

加になっているということでございますけれど

も、この数字が60年も同じ地区の数でもありま

すし、減少の差が大きく変動しているというこ

とはございませんので、やはりこのような数字

は合併した地区でも本当に変わらないわけでご

ざいまして、県内どころか全国的にも珍しいの

ではないでしょうか。当然のことでございます

けれども、全体を見てみますと寒河江地区がや

っぱり人口では３割ぐらいふえているようです

し、西根、柴橋地区はほぼ同じで、一番少なく

なっているのは幸生、田代地区を控えておりま

す白岩地区が約６割近く減少しているわけです。

それを見ますと、本当に地域差が大きいんだな

という感じがしているところでございます。 

  さて、世帯数は6,500世帯ぐらいふえており

まして、ますます核家族化しているのかなとい

う感じがしているところでございます。 

  次に、2013年６月に国立社会保障・人口問題

研究所より発表され、本市の人口も2010年と比

較して2040年には24.6％落ち込み、３万1,946

人まで減少すると推計しているわけでございま

すが、死亡率と出生率の差である自然動態と、

転出者数と転入者数の差である社会動態のこの

２つの要因が人口の減少に大きく影響すると思

われますが、どのように捉えているのか市長の

見解をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 最新の状況、先ほどお答えをし

ましたけれども、人口動態のデータから言いま

すと最新のデータでは平成25年、寒河江市内で

すけれども、自然動態については出生数が315

人、死亡数が467人ということで、自然動態は

マイナス152人ということになっております。

社会動態のほうも転入が1,127人、転出が1,170

人ということで、マイナス43人というのが最新

の人口動態ということであります。そういった

ところから考えますと、まず社会動態のほうは

平成20年は除いて傾向としては転入より転出が

上回るという、減少傾向が続いています。これ

はもちろん寒河江市だけの特徴ではありません。

全国の地方が抱えている傾向だというふうに思

っております。 

  また、自然動態における出生数というのは

年々減少傾向にあると。逆に死亡数は増加傾向

にあるというふうになっているわけであります。

寒河江市の人口の年齢別構成、ピラミッドを見

ていきますと、死亡者数というのは今後も増加

を続けていくんだろうというふうに思います。

そういった意味で、出生数より死亡者数のほう
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が上回っていく傾向というのは、自然動態が減

少するという傾向はこれからも避けられないの

ではないかというふうに推測をしているところ

でございます。 

○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  県の資料をいただいて、私見てきたんですが、

年齢別の転入・転出者数の１年間、平成24年10

月から25年９月までの資料を見てみますと、県

外への転出者数は高校を卒業する18歳から19歳

と、大学などを卒業し就職する20歳代前半の若

者が多く、県外からの転入者は大学などを卒業

する20歳代前半の若者が多いわけです。18歳か

ら24歳の年代においては、県外への転出が

6,926人で、県内への転入者3,514人を大きく上

回っております。転出超過数の全体の約９割を

占めるそうでございます。このことが本県人口

の減少の大きな原因の一つではなかろうかと思

っております。県の統計年鑑をちょっと見せて

もらったんですが、仮に本市においても県の資

料のように転出人口の９割が18歳から24歳まで

であれば、この10年間で本市ではマイナス

1,691人であります。その年代の90％である

1,521人が転出していることになるわけです。

あくまでもこれは想像ですけれども。 

  内閣府の調査・研究によると、子供の出生か

ら18歳までの１人当たりの子育てにかかる費用

は学校教育費、福祉・医療関係費、租税支出等

の公費負担が約1,600万円だそうです。そのほ

かに親の負担が約1,475万円。合計3,075万円の

費用がかかると内閣府では推計しているようで

ございます。これは資料としてはちょっと古い

んですけれども。単純に掛け算をすれば本市に

おいても年間５億円に近い数字がはじき出され

ます。18歳から24歳までこの地で育て上げた財

産が何かするりと抜けていくような感じがして

いるのは私ばかりではないと思います。 

  最近の学校基本調査によれば、大学進学率は

51.5％に達しており、20年前の平成６年には

30.1％だったことを考えると、全国的に高学歴

化が進んでいるわけでございます。高学歴の学

生は、知的労働者の職層を求めます。そのよう

な職種は東京を初めとする大都市に集中してお

り、地方では圧倒的に不足しているわけでござ

います。しかし、地方から関東圏に子供さんが

進学するには、相当の学費がかかり、進学を断

念せざるを得ないという家庭が多くなると思わ

れます。それには、卒業後にＵターンができる

ような環境状況を整え、県、行政、そして民間

企業とタイアップし、返済のない奨学金とか、

そういう制度を設けないと18歳から24歳の転出

はなかなか免れないのではないのでしょうか。 

  さて、本市でも行政区画整理とか土地区画整

理組合、民間住宅地などにある開発行為も他市

と比較して見劣りはしないと思いますが、転入

者への効果はどのような効果があるのか、まず

お聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 木村議員御案内のとおり、寒河

江市におきましても、これまで区画整理事業あ

るいは公社によります宅地開発などを断続的に

進めてきた経緯があるわけであります。最近の

事例で申しあげますと、土地区画整理事業とし

ては、ほなみ団地を造成したところであります

が、これは結果として市外から109名の方が転

入していただいているというような状況になっ

ております。また、それ以前に公社で造成をし

たみずき団地もあるわけでありますが、これも

調べてみたところ市外からの転入者が221名、

ですからほなみで市外からは109名、みずきで

221名ということでありますから、この２つの

住宅団地造成によって合わせて330名の市外か

らの転入者を受け入れることができたというふ

うに考えておりますので、そういった転入者の

増については効果が多大であったというふうに

理解しております。 
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○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  そのように大変な効果があったように思われ

るわけでございますけれども、特に民間団地な

んかは個人情報があるものですからなかなか調

べるのが大変かと思いますけれども、確認通知

をもらったり、あるいは建てれば税務課にも関

係しますし、あと市民生活課と連絡し合いなが

ら、そこら辺の数字も的確に捉えていく必要が

十分あるかと思いますので、今後よろしくお願

いしたいと思います。 

  それから、本市においては他市では余り実施

していない子育て定住建築補助金制度があり、

２年目かと思いますが、その効果はどのような

状況でございましょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 子育て支援の一環として、子育

て定住住宅建築事業補助制度というのを、実は

平成23年度から創設をして、市外から市内に住

宅を建築される方に対して支援をしてきたとい

うことであります。これまでの実績を申しあげ

ますと、平成23年度から26年度までの４年間で

21世帯、65名の方が寒河江市内に移り住んでこ

られているということであります。27年度も引

き続き制度を実施しているところでありますけ

れども、これまでの実績、経験からして、支援、

対象の要件であります市外での居住期間を３年

以上から１年以上というふうに短縮をして、よ

り利用しやすくしたところでございます。その

結果として、去る５月20日から運用を開始した

ところでありますけれども、５月末までの約10

日間で10世帯の方から申し込みが既にあったと

いうことでございます。人数にすると35名の方

が寒河江市内に定住をしていただくという見込

みになっているところであります。５年目に入

るわけでありますけれども、この事業によって

20代、30代の若い世代を中心に合わせますと31

世帯100名の方が寒河江市内に定住あるいは定

住見込みだということでありますので、この事

業についても大いに効果が出ているのではない

かというふうに認識をしているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 今の報告を受けましても、５

月20日から10日間で約10世帯があって35名がふ

えたということで、大変な効果があると思いま

すし、当然こうなれば予算的にも補正予算も組

まなければならないんじゃないかといううれし

いことでございますので、その辺もぜひ考慮し

ていただきたいと思います。 

  それから、私の要望なんですけれども、これ

に加えて三世代同居者に対する補助金制度なん

かがあれば、子育てや在宅介護などには大いに

役立つんじゃないかと思いますし、福祉関係に

も多大な効果が出るんじゃないかと思いますの

で、その辺もぜひ考慮してほしいと思います。 

  それでは、次の質問に移りますけれども、私

ら議員として全国を視察する中で、住宅地は郊

外化し、中心市街地が寂れ、人口が減少し、空

洞化現象が始まっております。それを戻そうと

しても、なかなか回復基調になっていないのが

相当かと思われます。 

  本市では、平成９年に作成された寒河江都市

計画マスタープランがあり、今年度は中間見直

し時期と聞いております。そのマスタープラン

の中での人口減少はどのようにお考えでしょう

か。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 都市計画マスタープランにつき

ましては、都市計画、まちづくりに関する基本

的な方針を総合的に、あるいは体系的に示すも

のであるわけでありまして、その計画の実現に

向けた土地利用、あるいは道路、公園など総合

的なまちづくりに関する方向性を示す指針であ

るというふうになっているわけであります。 

  より具体的に申しあげますと、例えば土地利
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用の主な誘導の方向としては、一つには定住人

口増加のための、先ほど来申しあげております

けれども、御質問にもありましたが、住宅団地

整備などによる住宅地を供給するための住居系

の用途をどうしていくか、それから大型商業施

設を誘導するための商業系の用途をどうしてい

くか、さらには新たな雇用の受け入れ先となる

企業を誘致するための工業系の用途をどうして

いくかなど、それぞれの用途の計画を立ててい

くということになりますが、今回そういった意

味で、ほぼ20年近くなるわけでありますから、

改めて見直しをしていくというふうになろうか

というふうに思います。 

  また、先ほど来御質問にもありますけれども、

交流人口を拡大していくためには、そのほかに

道路でありますとか公園なども含めて都市の居

住空間とか環境空間を整備していくということ

のその適正な配置などについても大いに見直し

をしていくということに今しているところであ

りますので、御理解をいただきたいなというふ

うに思います。 

○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  そのような形で、マスタープランの中間見直

しに入るわけでございますので、目標は37年度

までというようなことでお伺いしていますけれ

ども、ぜひそのような形に進めるよう御期待を

申しあげたいと思います。 

  次に、（４）を質問させていただきます。 

  本市も本年度より「さがえ未来創成課」が創

設され、５月22日に「さがえ未来創成戦略」の

策定に向けた外部有識者会議の初会合が開かれ

ましたが、人口減少についてはどのような内容

の説明であったのかをお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ５月18日、前にも申しあげまし

たが、庁内に本部を立ち上げまして、御指摘の

とおり５月22日にさがえ未来創成戦略に係る外

部有識者会議の第１回の会合を開催させていた

だきました。 

  会議に当たっては、市のほうから寒河江市人

口ビジョンの人口動態分析などを委員に御説明

をしたところでありますが、具体的には先ほど

木村議員の御質問にもありましたけれども社人

研、国立社会保障・人口問題研究所の推計によ

る寒河江市の将来の人口予測、2040年には約３

万2,000人に減少していく、その内訳としては

年少人口及び生産年齢人口が減少する一方で、

老齢人口は増加をしていくというような状況を、

グラフなどを用いながら御説明をしたところで

ございます。先ほども申しあげましたけれども、

近年の傾向として自然動態が減少していくとい

うことが続いていく、あるいは社会動態も減少

していくなどという内容についても御説明を申

しあげたところでございます。 

  委員のほうからは、寒河江市からの転出にか

かわるより詳細な分析が必要だというような御

意見も頂戴したところでありますので、次回の

第２回を６月の下旬に予定しておりますけれど

も、いろんな御意見を踏まえながら開催をして

いきたいというふうに考えているところでござ

います。 

○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  今の報告にありましたように、寒河江市内に

おいては地区別によっては大きな変化があるわ

けでございますけれども、将来的に見ても人口

減少を考えるなら、当然先ほどのマスタープラ

ンじゃないですけれどもまちづくりにも大きく

影響するんじゃないかと思いますし、その辺も

マスタープランにも含めて、再度申しあげます

けれどもよろしくお願いしたいと思います。 

  このように急激な人口減少が進めば、地方自

治の運営にも大きく影響するし、全国的に見て

人口増に成功した参考例などがあるのか、そし

て本市としても今後どのような施策が考えられ
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るのかをお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 日本の人口、先ほど来議論にな

っておりますけれども、日本全体からいくと

2008年、平成20年がピークで減少傾向になって

おります。大都会に先行して地方で人口減少が

進んでいくということになっているようであり

まして、2008年が日本全体、その前の2005年、

平成17年が寒河江市の今のところピークの人口

だったと、そういうことになっているわけであ

ります。 

  御指摘のとおり他方、積極的ないろんな活動、

誘客活動でありますとかまちづくりなどによっ

て人口の増あるいは人口減少が縮小している事

例などもあります。例えば北海道のニセコ町、

あるいは軽井沢町など、そういう事例がありま

すし、全国的に見ますと三大都市圏を除いては、

これは2013年のデータでありますけれども、人

口が増加した市町村というのは148団体あると

いうふうに聞いているところであります。 

  なぜこういう市町村が人口問題を克服しつつ

あるのかということは、なかなかその要因とい

うのは一概には言えませんけれども、内閣府の

報告書「地域の経済2014年」によりますと、人

口が増加している市町村では周辺に比べて有効

求人倍率などが高くなっている場合が多い、あ

るいは子育て世代の人口割合が高くなっている

場合が多いなどという分析の報告もなされてい

るところであります。我々としても何とかこう

いう先進の自治体の例なども十分分析をしなが

ら、先ほど来お話ありますけれども一つにはや

っぱり仕事、雇用というものが大事であります

から、仕事をつくり出して、安心して働くこと

ができるような施策というのが大事であります。

東京、大都会に出ていった人が戻ってくる、そ

して働けるということが大事でありますから、

というふうに思います。２つには、やはり交流

人口の拡大なども、寒河江が魅力ある住みやす

いまちだということで寒河江に向かう人の流れ

を何とかつくっていこうということも、そうい

う施策も必要かというふうに思いますし、３つ

目はやはり若い人が未来に希望を持って、子供

を生み育てられるような子育て環境の整備など

も大変大事だと、こういうふうに思っていると

ころであります。そういう意味で、その３つの

大きな施策の柱などを十分頭に入れながら、未

来志向の施策を大いに検討していきたいという

ふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  ３つの柱の未来志向を考えた施策を今後も続

けていくという力強い答弁をいただきました。

ありがとうございます。 

  政府は、人口減少対策に向けての基本理念を

示した「まち・ひと・しごと創生法案」など創

成関連法案を可決し、50年後を見越した長期ビ

ジョンの策定を進めているということでありま

すが、人口動態を正確に把握することが非常に

重要であると思います。その結果、地方の人口

減少の主な要因は、今市長も申しあげましたよ

うに若年層の東京への流出であり、それがさら

に自然減をもたらしているのではないかと思わ

れます。それには、やはり少子化対策や地方の

雇用機会の増加などが重要課題であることはも

ちろんでございますけれども、合計特殊出生率

の上昇も大切であります。しかし、子供を産め

る世代、25歳から39歳までの女性年代の上昇は

なお大切であると思っております。そして、２

日の一般質問で市長が答弁したように、子供の

医療費無料化などは当然国策でやるべきであっ

て、国と地方の分担というものははっきりしな

ければならないんじゃないかと思います。 

  私が最初に申しあげたように、過疎、限界集

落、地域コミュニティーの崩壊、消滅可能都市

など負のスパイラルばかりを申しあげましたが、

何もしなければこうなるということで、ただ推
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計はあくまでも推計で、萎縮したり諦めたりし

ないで、前向きに多角的に対策を考えて、展望

を切り開いていただくようお願い申しあげまし

て、この質問を終わらせていただきます。 

  次に、通告番号12番、国史跡指定を受けて今

後の慈恩寺観光についてを申しあげます。 

  政府も平成20年10月に観光振興を目指し、そ

して少子高齢化の切り札として内外の観光交流

人口の拡大に向けて観光庁を設立してから早い

もので５年も経過し、円安やビザの簡易発行な

どの効果があらわれ、昨年のインバウンド観光

客は1,340万人を超え、明るい兆しが見え始め

ております。東京オリンピックが開催される

2020年までには倍増の2,500万人を見込んでい

るとのことであり、大いに期待をしているとこ

ろでございます。 

  本市も全市一丸となり、慈恩寺の国史跡指定

を目指し、見事それも市制施行60周年という記

念すべきときに受けることができ、市長初め当

局並びに教育委員会に敬意を表したいと思いま

す。 

  さて、国史跡指定を受けて今後の慈恩寺観光

についてをお伺いいたします。 

  指定に向けて、秘仏公開やいっぷく庵など、

その他いろいろな催事を重ね、イメージを売り

やすくなったかと思いますが、拝観客なども含

めた効果はどのようだったか、まずお聞きした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 昨年のデスティネーションキャ

ンペーンに合わせまして慈恩寺御開帳が行われ

ましたけれども、６月１日から７月21日までの

51日間でありました。拝観者数は３万5,274人

ということでありました。その前の年もプレＤ

Ｃということで、慈恩寺秘仏展というのが開催

されましたけれども、４月28日から７月15日ま

で79日間でありました。拝観者数は１万5,738

人ということで、去年の御開帳より大幅に拝観

者がふえたというふうに理解をしているところ

でございます。そうした流れを引き継ぐように、

ことしも「慈恩寺の美仏と阿弥陀仏たち」とい

うことで、５月23日から７月20日まで秘仏公開

がされているところでございます。 

  また、そのほか山形広域観光協議会で昨年の

７月５日から11月30日まで149日間ということ

でありますが、山寺立石寺、若松寺、慈恩寺で

は「三寺まいり」という企画がありまして、拝

観者数は全部で約1,600人ということでありま

す。そのうち、三寺をめぐり終えた結願者とい

うのは1,000人であったというふうに言われて

おりまして、大変人気が高かったということで

ありますので、ことしもまた５月23日から11月

30日まで実施されているというところでありま

す。 

  地元の受け入れ体制というんですか、取り組

みなども去年はしていただきました。地元慈恩

寺観光振興会の事業としていっぷく庵というも

のでおもてなし料理というのを提供していただ

きました。4,605食でありました。また、ＪＲ

の高松駅からのレンタサイクルについても設置

をしましたけれども、貸し出し状況は102台と

いうことでありました。それから、華の醍醐

「慈恩寺・秋花祭り」、参加者は約500名、それ

からこれも数年やっておりますけれども、大み

そかの花火大会、600発の花火打ち上げなどと

いうことで約１万5,000人の参加者があるとい

うことで、大変多くの方に去年は１年を通して

お越しいただいたのではないかというふうに思

います。昨年の国史跡指定というのは、大変そ

ういう意味で全国的に「寒河江の宝」から「日

本の宝」になったということで、地元にとりま

しても大変な起爆剤になっているというふうに

も思いますし、ことしもさらにその機運を高め

ていくために関係者ともども努力をしてまいり

たいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 木村議員。 
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○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  いろいろな催事によって、このようににぎや

かにお客さんがいらっしゃるということは大変

ありがたいことで、リピーターを狙うというの

が私は観光業にとっては一番大切だと思います。

宣伝費をかけなくても、わざわざパンフレット

を発行しなくてもこういうふうに来ていただけ

るんですから、こんなありがたいことはないわ

けでございますので、ぜひその辺にも力を入れ

ていただきたいと思います。 

  時間の関係上、前に進みますけれども、地元

の協力体制も今市長からも報告がありましたよ

うに大変協力的で、前向きに進んでいるという

力強いお言葉をいただきましたので、次の２番

目の施設計画や振興についてをお伺いしたいと

思います。 

  ５月18日に慈恩寺「悠久の魅力」向上基本計

画推進協議会が開かれたということでございま

すけれども、どんな内容で、どんな御意見があ

ったのかをまずお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺「悠久の魅力」向上基本

計画推進協議会でありますけれども、国史跡に

なった慈恩寺を核とした観光、それから産業の

振興、地域づくりなどを推進するという組織で

ありまして、本山慈恩寺、それから地元の運営

委員会、観光振興会などを中心にして、市内の

各界各層の代表18名で構成をしているところで

ございます。 

  先月18日の会議では、初めに慈恩寺「悠久の

魅力」向上基本計画に基づく市あるいは関係各

団体の今年度の事業などについて協議が行われ

たところでございまして、続いて先ほど申しあ

げましたが５月23日からの「美仏と阿弥陀仏た

ち」の公開、秘仏展の取り組み状況について協

議がなされたというふうに聞いております。ま

た、期間中のいっぷく庵の運営でありますとか、

メニューなどについてもいろいろ協議がなされ

ているところでありまして、さらにサポーター

の募集などについても提案があったというふう

に聞いております。そして、ことしのいろんな

コンサートの取り組み、あるいはサポーターの

状況などについても意見交換がなされたという

ふうに聞いているところであります。そうした

協議の最後で、教育委員会のほうからことし２

月に視察された福井県の勝山市の国史跡、白山

平泉寺旧境内の取り組み状況について報告がな

されたというふうに聞いているところでありま

す。 

○國井輝明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 今お話があったように、慈恩

寺「悠久の魅力」向上基本計画推進協議会でい

ろいろ話し合われたということでございます。 

  次の観光物産協会とのかかわりに関しては、

私も観光物産協会の総会に出席して、いろいろ

なお話をお伺いしましたので、ちょっとこれは

割愛させていただきます。 

  最後に、国史跡指定を受けた後にインフラ整

備を含めた整備計画はどうなっているのかを教

育委員長にお尋ねいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 史跡の整備、これは史跡を適

切に保存いたしまして、次世代へと確実に伝え

ていくことが大切であると。保存のみならず、

活用していくことも重要になります。このため、

史跡の保存管理の基本方針や整備の長期構想な

どを定める史跡慈恩寺旧境内保存管理計画を今

年度から２カ年で策定する予定でありまして、

間もなく有識者や地元関係者で構成する史跡慈

恩寺旧境内保存管理計画策定委員会というもの

を立ち上げてまいりたいと考えております。史

跡の施設の整備につきましては、関係団体等の

御意見を伺いながら、保存管理計画策定委員会

で検討し、保存管理計画の中に位置づけていく

ことにしているというところであります。 

○國井輝明議長 木村議員。 
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○木村寿太郎議員 ありがとうございました。 

  スタートする前には、有利な補助金制度が大

分あるというふうにお聞きしていますし、私ど

もは何年後になるかわかりませんがそれを大い

に期待しなくてはならないわけでございますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  そして、観光については寒河江市でも十分い

ろんな形で進めようと思っているわけでござい

ますけれども、やはり何だかんだ言っても地元

の皆さんの観光客を迎えるホスピタリティー、

それこそが一番大事だと思います。だから、慈

恩寺を幾ら皆さんここで頑張ってやったとして

も、市民に知れ渡って、市民の一人一人が慈恩

寺のよさを売る気持ちがなければ、絶対今後観

光には結びついていかないと思いますし、ぜひ

そのような機会を大いに設けて頑張っていかな

ければなりませんので、他人ごということでは

なくて、皆さん大いに頑張っていただいて、こ

の寒河江市の発展に寄与できればと思っており

ます。そして、最終的には先ほど市長からもあ

りましたように天童の若松寺、山寺とか、それ

から出羽三山等を加えながら、世界遺産に結び

つけるような、そんな体制づくりをぜひつくっ

てほしいものだと私どもは期待しているところ

でございます。そんな期待を込めながら、私の

一般質問を終わらせていただきます。ありがと

うございました。 

 

内藤 明議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号13番から15番までにつ

いて、15番内藤 明議員。 

○内藤 明議員 おはようございます。 

  去る４月26日に行われました市議会議員の選

挙を経て、この質問席にまた立つことができま

して、私の喜びとするところでありますけれど

も、市民の皆さんには心から感謝を申しあげた

いというふうに思います。 

  なお、先日の当選証書付与式の際に、市長の

祝辞の中にありましたが、「議員も市民との中

でさまざまな公約をしてきているので、ぜひそ

の実現に向けて頑張ってほしい」と、こういう

ふうなお話がございました。私も市民の願いを

いっぱい背中に背負ってきておりますので、ぜ

ひよろしくお願いしたいというふうに思ってい

るところでございます。 

  それでは、通告番号の13番、寒河江市国民健

康保険税条例の改正について、市長にお伺いを

したいと思います。 

  去る５月27日に、平成30年度に国民健康保険

の運営主体を市町村から都道府県に移すことを

柱にした医療制度改革関連法案が参議院本会議

で賛成多数で可決成立をいたしました。この関

連法は、国保の財政基盤の強化をうたってはお

りますけれども、大阪社会保障推進協議会事務

局長で衆議院厚生労働委員会の医療保険制度関

連法案審議の参考人として出席した寺内順子さ

んは、「国保の都道府県化は厚労省の悲願だっ

た。しかし、都道府県下で国保料は安くならな

い」と断言して、その理由として「納付額を示

された市町村は、納付率が９割であっても納付

額は10割になるようにするだろう。そこで保険

料が上げられる懸念がある」と述べておられま

す。そして同法は、企業の健保組合や公務員の

共済組合の負担をふやすなど、加入者や患者の

負担増につながる見直しが含まれているほか、

患者の負担増では入院時の食事代を段階的に引

き上げ、18年度には現行１食260円を460円にす

るなど、国民の中にも反対の多い内容となって

おります。 

  さて、本題に移りますけれども、さきの議員

懇談会におきまして、寒河江市国民健康保険税

条例の改正点について説明がなされました。そ

れによりますと、27年度の１人当たりの税額で

26年度と比較し9.7％増で、１世帯当たり7.6％

の増と試算しておられます。また、改正理由と
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して１、国保税軽減幅の拡大、所得・固定資産

税の減による国保税の減、２、退職者医療制度

の廃止に伴う交付金の減、３、がん、循環器系

疾患等の増、医療技術の高度化による保険給付

費の増など、３点を挙げておられます。しかし、

その主なものは制度の変更であったり、現行制

度のもとでの減収であったりすることから、国

保税の納税者全体から賛同を得るには難しい状

況にあるというふうに思います。 

  そこで、初めに医療費の適正化という点でお

伺いをしたいと思いますが、適正化については

これまでレセプト点検や適正受診の指導など各

種施策を講じられているというふうに思います

けれども、ここでは後発医薬品、ジェネリック

医薬品についてお尋ねをしたいと思います。 

  現在、医療機関で処方されている医薬品の中

で、後発医薬品がある割合はどのぐらいなのか、

まずお答えをいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 医療機関で処方された医薬品の

中で後発医薬品がある割合につきましては、近

年の状況を申しあげますと平成23年度が

62.99％、24年度が62.46％、25年度が64.56％、

26年度が66.46％という状況になっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、その中でジェネリック医

薬品が処方された使用率について伺いたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 後発医薬品がある医薬品の中で、

後発医薬品が処方された使用率については、平

成23年度が44.03％、24年度が50.86％、25年度

が53.48％、26年度が62.81％ということで、

年々使用率が上がってきている状況になってお

ります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 お聞きしますと結構高い使用率

になっているようでありますけれども、なおや

っぱり引き上げる必要があるというふうに思い

ますが、それぞれ今までも後発医薬品を使うこ

とについて努力をされてきているというふうに

思いますけれども、その対策について改めて伺

いたいというふうに思いますが、一つは医療機

関への対応策について伺いたいと思います。ど

のようになされているのか、お答えを願いたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 医薬品の処方というのは、申し

あげるまでもなく医師の医療行為でありますこ

とから、市としてはこれまで後発医薬品の使用

促進について特別な要請などは行っておりませ

んでしたが、処方箋が先発医薬品限定でなけれ

ば、薬局において薬剤師が患者に対して後発医

薬品の薬効あるいは先発医薬品との費用の差額

などの説明を行いながら、患者に選択をしても

らっているという状況であります。しかしなが

ら、今後御指摘のようにさらに後発医薬品の普

及促進というものを図っていくためには、医療

機関の理解と協力が不可欠でありますので、国

保連合会などを通じて医師会などに要請しても

らえるよう働きかけてまいりたいというふうに

考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員 

○内藤 明議員 ぜひそのような対応策をお願い

したいというふうに思います。聞くところによ

りますと、医師によっては先発医薬品のほうが

効率がいいというふうに思われている方もある

というふうにお聞きをしておりますので、それ

でまたその薬を勧められるというふうな患者の

お話なんかも伺っておりますので、ぜひそうし

たことについての対応策をお願いしたいなとい

うふうに思っているところでございます。 

  次に、被保険者についての対応策はどのよう

になされているのかをお尋ねしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 改めて申しあげるまでもないわ
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けでありますけれども、ジェネリック医薬品、

後発医薬品というのは先発医薬品の特許が切れ

た後に、同じ有効成分でつくられる薬でありま

す。効き目や安全性は新薬と同じと厚生労働省

が認めたものでございます。また、値段も新薬

の３割から６割と安くなっているわけでありま

すけれども、患者さんによっては「飲みなれた

薬のほうがいい」と言う方もいらっしゃるよう

でありますし、値段が安いと効き目がよくない

ような気がするというような先入観を持たれる

方もいらっしゃるようでありますので、こうし

た誤解や不安を払拭して、後発医薬品の普及を

進めていくことが大事でありますので、市にお

きましては、毎年８月に被保険者証を更新する

際に一緒に後発医薬品に関するチラシや、また

後発医薬品の使用を希望する意思表示用のシー

ルをあわせて同封をして、シールを保険証やお

薬手帳に張ってもらうことによって後発医薬品

使用の割合を引き上げようというふうに努めて

いるところであります。また、市報であります

とか、１市６町の共同広報紙「みんなの国保」

などに後発医薬品についての記事を掲載したり、

さらには「福祉のまち大会」などにおいてポス

ターあるいはチラシを配布したりというふうに、

広報に努めているところでございます。 

  また、毎年３月と10月の年２回、後発医薬品

の差額通知を行って、経費節減効果についての

理解を深めることによって、使用促進を図って

いるところであります。 

  加えて、子育て支援医療など福祉医療の受給

者の方についても、後発医療品の使用について

理解と協力をお願いしていく必要があるという

ふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、医療費が高くなっている

原因というものに例えば高齢者の皆さんである

とか、そうした方々で、もちろんさまざまな病

気を抱えてのことだというふうに思いますけれ

ども、複数の医療機関を受診されて、薬を処方

されている被保険者にあっては無駄が多いとい

うふうなことが指摘をされております。そこで、

多重受診をされている方に対する対応について

はどのようになさっているのか伺いたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在、国におきまして１人の患

者の方の薬の服用歴をまとめて管理する、いわ

ゆる「かかりつけ薬局」の推進というものを目

標に掲げているところでございます。この方針

によって、患者に対して複数の医療機関から出

されます処方箋を一つの薬局において一元的に

把握・管理することが可能になるということで

ありまして、飲み合わせによる副作用を未然に

防止する、あるいは医療費の適正化にもつなが

るということであります。寒河江市としても、

ぜひこの制度の普及に努めていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

  複数の医療機関を受診して薬を処方されてい

る方を実際ピックアップして指導するというよ

うなことは現在やっておりませんけれども、今

後健診の結果、あるいはレセプト情報などを有

効活用することによって、疾病予防対策あるい

は医療費の適正化に向けた対応などについても

検討していく必要があるというふうに考えてお

ります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 ありがとうございます。 

  私は医療費の適正化といいますか抑制を図る

ためには、ジェネリック医薬品の使用率を引き

上げていくことが大きな課題になるんじゃない

のかなというように思っております。そのため

に、引き上げる目標率を定めていくことが大事

なんじゃないのかなというふうに思っていると

ころでありますが、そう思っていた矢先に時を

同じくして去る５月26日に経済財政諮問会議で

厚生労働大臣は医療費の抑制策としてジェネリ
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ック医薬品の普及率を16年度末で60％、20年度

末で80％とするという目標を設定したというふ

うにマスコミで報じられております。このよう

に、一定の目標を設定しながら後発医薬品の使

用率を引き上げていくということが重要なこと

だというふうに思いますけれども、市長の御見

解をいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、厚労省により

ますと2015年度の国の医療費の見込みは約46兆

円、2020年には54兆円になるというところであ

りまして、そのうちの約２割が薬剤費であると

いうふうに言われておりますが、御質問のよう

に後発医薬品の普及割合が80％ということにな

りますと、医療費は約１兆3,000億円の削減に

なるというようなことが言われているところで

ございます。そういう意味で、年々増加する社

会保障費を何とか抑制する一つの方策として後

発医薬品の普及というのは大きな役割を果たし

ていくというふうに私どもも認識をしていると

ころであります。 

  ただ、実際に後発医薬品の使用割合を高めて

いくということになりますと、保険者の皆さん

のみならず行政機関、もちろん医療機関、それ

から調剤薬局の皆さん、被保険者の皆さんの協

力が欠かせないわけであります。ぜひ皆さん方

の理解と協力をいただきながら進めていくとい

うことが大事だろうというふうに思います。 

  目標年次の設定につきましても、国の状況な

どを十分参考にしながら検討していきたいとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、国保税の負担軽減につい

て伺いたいと思いますけれども、初めにここ最

近５年間の本市における国保税の収納率の状況

についてお伺いをいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国保税のここ５年間の収納状況、

現年分でありますけれども申しあげますと、平

成22年度が91.85％、平成23年度が91.7％、平

成24年度が91.97％、25年度が92.55％、26年度

は４月末現在でありますけれども91.76％とい

うふうになっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 これは一般分ですよね。例えば

退職者分と合わせたやつですか。合算したやつ

ですか。（「合算です」の声あり） 

  それでは、滞納分は含まれているんですか、

これについて。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども申しましたけれども、

これは現年分で、滞納繰り越し分は入っており

ません。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 滞納分も含めますともう少し上

がるのかなというふうに思いますけれども、そ

れは置いておきます。 

  次に、税負担の公平性の確保という視点で伺

いたいと思いますが、収納率の向上対策につい

てどのようになされているのか伺いたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国保税の収納率向上対策につい

ては、基本的に先ほど若干御指摘がありました

が増加傾向にある収納未済額の解消、そして運

営基盤の強化という観点から４つの対策を実施

しているところでございます。 

  １つには、納税相談等の充実ということであ

りまして、毎週月曜日に窓口業務を午後６時半

まで延長して、納税相談などを行っているわけ

であります。また、特別納税相談日として５月、

12月、３月の年３回、日曜日を含む１週間、平

日は午後７時まで延長して、日曜日は午後４時

まで納税相談などを行うなど、相談体制の充実

を図っているところでございます。 

  ２つ目は、滞納整理の促進を図るということ
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でございます。滞納整理におきましては、滞納

処分の執行停止の的確な運用、悪質な滞納者に

対しては差し押さえ等の毅然とした処分を行っ

ているところでございます。 

  ３つ目の対策としては、納税コールセンター

の活用でございます。新規滞納者発生の未然防

止と、累積滞納者の抑止を図るため、電話での

納付の案内を行っているところでございます。 

  ４つ目の対策としては、納付環境の整備とい

うことでございます。国保税の納付が平成26年

度からコンビニでの納付が可能となっているわ

けであります。時間や場所を気にせずに納付が

できるというふうになっているところでありま

す。 

  こうした対策などを通じて、今後とも収納率

の向上につながるよう対策を講じてまいりたい

というふうに考えておるところでございます。

そして税の公平感が失われることのないよう、

鋭意努力して、国保税の確保に努めてまいりた

いというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 いろいろ御努力なさっているこ

とについてはお伺いをいたしました。それでも

なおやっぱり滞納者がいるということは大変残

念なことでありますけれども、先日遠藤議員の

御質問にもあったかというふうに思うんですが、

ちょっと私聞き漏らしたので、滞納件数と滞納

額がここでおわかりになれば教えていただきた

いと思いますが、おわかりになりますか。現在

の。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 滞納繰り越し分を申しあげます

と、件数で2010件、金額で２億3,717万7,855円

というふうになります。これに現年分が合わさ

るということになります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 その中から不納欠損額が出てい

くんだろうというふうに思いますけれども、国

民健康保険の健全財政化と安定的な運営につい

ては、重要事業の要望等にもありますけれども、

国に対する健康保険事業の公費負担割合の引き

上げの要望というのは私も当然のことであると

いうふうに思っておりまして、これは喫緊の課

題であります。国保事業を賄うためには増税と

いうのも一つの方法ではありますけれども、と

いうよりもこれまでは全国の市町村、つまり保

険者にあってはこれが普通のやり方だというこ

とで行われてきたというふうに私も思っており

ます。しかし、最近では先日もありましたとお

り納税者の大変厳しい台所事情があって、増税

を行わずに一般会計から繰り入れをするという

ような保険者がふえております。本市において

も、さきの３月定例会でも行われましたけれど

も、予算の中で市税収入のところを見るまでも

なく、非常に納税者の課税所得が伸び悩んでい

るというようなことを見ますと、さらにこれに

加えて国保の給付基金が底が見えるといいます

か、そういう状況にあるわけでありますから、

この際一般会計よりダイレクトに国保財政に繰

り入れをして、納税者の負担軽減を図るべきで

はないのかなと、こういうふうに私は思ってい

るところでございます。このことについて、市

長の御見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 一般会計からの繰り出しについ

ては、さきの遠藤議員の御質問にもお答えをし

ましたが、国民健康保険の制度に基づいて保険

税あるいは国、県の支出金などで財源を賄って

いくということがまず基本だろうというふうに

思っております。６月補正でも国保の基金のほ

うに1,000万円ということで、当初ではペナル

ティー分として2,000万円ということで、合わ

せて3,000万円を繰り出しさせていただいてお

りますけれども、何とかそういう厳しい財政状

況を支援していくということで、我々も努力を

させていただいております。そういう意味で、
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御質問のような直接的な繰り出しなどについて

は、議会のほうでも我々もこれから一緒に議論

をしていくべき課題の一つになるのではないか

というふうに考えているところであります。そ

ういう意味で、現時点では先ほど来お話があり

ましたけれども、本来的な国の制度としてやっ

ぱり国庫の負担率を上げていくということにつ

いて強く要望しながら、またこれから予定され

る県への運営主体の移管などについて、ぜひ

我々は市町村あるいは被保険者の負担増になっ

ていかないようなことを要望し、あるいは見守

っていく必要があるというふうにも思います。 

  また、市自体として取り組む課題としては、

先ほどお話し申しあげましたけれども収納率の

確保あるいは向上策、あるいは医療費の適正化

などを進めながら、さらには疾病予防、健康づ

くり対策を強化していきながら、適正な医療水

準というものを図っていく、努めていくという

ことが必要かというふうに認識をしております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 市長が今お答えになりましたと

おり、その基本的な考え方は私もわかります。

そうであってほしいというふうに思いますけれ

ども、しかしだんだん地方の納税者は大変な状

況があるわけでありまして、全国的に見ますと

先ほど私が申しましたように一般会計から法定

外という形で繰り入れるところが大変多くなっ

てきております。これは理由は簡単でありまし

て、市長もすぐおわかりになるというふうに思

いますけれども、医療給付費が上がる一方で、

それに反して納税する側の被保険者はだんだん、

さっき言いましたように課税所得が少なくなっ

ていくと。そしてまた加入している方々が自営

業者あるいは年金生活者、それから職のない

方々、あるいは非正規の労働者などが多くおら

れまして、その上に年齢も高くなってきている

ということで、なかなか先ほど申しあげました

ように課税所得が上がらないというようなこと

からして、その上で国庫負担金がずっと減じら

れてきているというような状況の中で、これ以

上住民の負担をふやすことはできないというよ

うなことから、住民の生活の破壊を招くんじゃ

ないかということで、そうした対応が全国的に

なされてきているということは御承知かという

ふうに思いますけれども、そういうことに対す

る市長の御見解といいますか、ほかの自治体で

はこうやってるんだよということに対する市長

の御見解を承りたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 全国的に見ますといろんなそう

いう取り組みを進めている自治体も多々あると

いうことは承知をしているところでありますし、

我々もそういう意味で何とか負担の軽減を図る

ための知恵を絞りながら繰り出しをさせていた

だいている状況であります。そういうことを実

施しながら、国のほうに声を大きくして要望し

ていくという状況であります。いろんな取り組

み状況なども十分これからも見させていただき

ながら、市として本来的な市民の安全・安心な

生活を守るための施策というものがどうあるべ

きかということを踏まえて、いろいろ対応を検

討していく必要があるというふうに認識をして

おります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 いろいろと対応を検討させてい

ただきたいというようなことでありますけれど

も、最近は余り言わなくなりましたけれども、

一般会計から国保等へ財政を投入すると、そう

でない保険に加入している方々から不公平感が

出てくるというようなことがずっと言われてお

りました。最近は余りそうは言わなくなりまし

たね。やっぱり昨今の状況が反映されているの

かなというふうに思っているわけでありますが、

つまり私は、最後のとりでだと市長も言われた

ことが、要望書にも書いてありましたけれども、

そういうふうに思っています。一つのセーフテ
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ィーネットであるというような国保という考え

方からすれば、市民にも理解を得られるという

ふうに思いますね。そして、いつか退職をなさ

った後とか国保に加入するという状況からすれ

ば、それは市民にも理解が得られるというふう

に思うところでありますけれども、つまり企業

会計と特別会計は違いますけれども、市立病院

の運営とさほど違わないというふうに私は思う

んですね。国民健康保険というふうに銘打って

いますけれども、最近は市民健康保険というふ

うに言ってもよさそうな形に変わりつつあるな

と思っているんですね。そのような全国的な状

況を見ると。したがって、それぞれの市町村で

負担率も違いますし、運用の面でも違うところ

が出てきておりますので、ぜひさらに御検討い

ただきたいというふうに思っているところであ

ります。 

  なお、先ほど答弁に一般会計からの繰り入れ

についてもいろいろ議会の中で御議論いただき

たいという話がございました。私も議会の中で

議論するのはやぶさかではありません。大変結

構なことだというふうに思っていますけれども、

というよりもただ単に一般会計からの繰り入れ

が是か非かということではなくて、私は逆に市

長に御提言をさせていただきたいというふうに

思いますけれども、一般会計からそうした法定

外繰り入れも検討する中で、例えば秋田県の横

手市でやっているような、国保事業の財政健全

化計画というのをつくっておりますけれども、

比較的短い、実施期間が２年間ぐらいのものを

つくっているわけでありますけれども、そうい

うものを議会側に示していただきまして、そこ

の中で議論をさせていただくというのが一番い

いのではないのかなというふうに思いますので、

ぜひそうしたものを早急につくっていただいて、

議論をする場をつくっていただくようにお願い

をしたいというふうに思います。30年には県に

移管といいますか、保険者が変わるわけであり

ますから、まずは年月もまだ少しあります、し

たがって市民の負担ができるだけ少ないような

形で進めていただきますように、そうした健全

計画のようなものをつくっていただくことをお

願いしまして、そのことについての御見解を伺

いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国保財政の健全化、我々も非常

に願っているところでありますので、そうした

先進的な取り組みなどについては大いに研究を

させていただいて、参考にしていきたいという

ふうに考えておるところでございます。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時15分といたします。 

 休 憩 午前１１時００分  

 再 開 午前１１時１５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  内藤議員。 

○内藤 明議員 続いて、通告番号14番の住みや

すいまちづくりということでお尋ねをしたいと

思います。 

  初めに、左沢線と山形新幹線の乗り継ぎにか

かる待ち時間短縮による利便性の向上について

お尋ねをいたしたいと思います。 

  住みやすいまちづくりを進めることは、定住

人口や交流人口をふやすことにつながるとされ、

多くの自治体で競い合うように施策が実施され

ているところであります。そうした中で、本市

のような地理的な条件にあるところは、首都圏

などからの定住人口や交流人口をふやす上でロ

ーカル線への乗り継ぎの待ち時間が最大のネッ

クだという指摘があります。最近は待ち時間が

少し短くなっているような気もしますが、それ

でも40分もの乗り継ぎ時間をとられたのでは、

どうしても敬遠されがちであるというふうに言

われております。左沢線と山形新幹線の発着ホ

ームの移動距離や、障がい者の方々のことなど
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を考えれば、一定の待ち時間は必要であります

けれども、ＪＲ東日本株式会社等に要請をする

などして、対応を講ずべきであるというふうに

思いますけれども、市長の御見解を伺いたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在、通常のダイヤでのＪＲ左

沢線と山形新幹線の山形駅での乗り継ぎ時間は、

上りで平均26分、下りで平均38分というふうに

なっておりますが、特に午後に東京駅を出発す

る山形新幹線については、最終を除いて左沢線

との乗り継ぎでは山形駅における平均待ち時間

が45分を超えるということで、大変不便を来し

ておりまして、左沢線の利用拡大を図る上から

も解決しなければならないというふうに認識を

しているところでございます。 

  これまで沿線及び西村山の２市６町で構成を

いたしますＪＲ左沢線対策協議会におきまして、

ＪＲ東日本仙台支社と左沢線の営業所に対して

乗り継ぎ時間の改善を初め、さまざまな課題に

ついて、左沢線の利便性向上について毎年要望

をしてきたところであります。先月の15日には、

ＪＲ東日本の仙台支社を訪問いたしましたが、

その際にも乗り継ぎ時間の改善について改めて

要望をしてきたところでございます。 

  こうした要望に対して、ＪＲとしては山形駅

と北山形駅間の線路を左沢線と仙山線で共用し

ているため、仙山線の列車ダイヤも考慮する必

要があること、また線路が単線構造になってい

るため、線路の行き違いに必要な時間等も考慮

した列車ダイヤとする必要があることなど、さ

まざまな制限があるために、早急に改善するこ

とは難しいという返事をこれまでいただいてい

るところでありますが、我々としては何とか御

指摘のように利便性の向上、住みやすいまちと

いう意味での公共交通機関のＪＲ左沢線をさら

に利用しやすくしていく必要があるというふう

に考えております。そういう意味では、市民あ

るいは沿線住民の念願でありますので、引き続

き協議会、さらには関係機関と一体となって要

望活動を展開してまいりたいというふうに考え

ております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 確かに今市長が答弁されたとお

り、特に下りの乗り継ぎが非常に不便を来して

いるという状況があるようでございます。私も

ここで時刻表を見させてもらっているんですが、

上りは最近比較的よくなったというふうに市民

の方々も申されておりますし、またいろんなか

かわりで寒河江に来られる方もそういうふうに

言われております。そういうことで、さらにい

ろいろな対応をしていただきたいというふうに

思っているところでありますけれども、寒河江

との交流人口をふやしていくことは非常に重要

なことでありますから、ぜひそこをさらに今後

力を加えていただいて、御要望をお願いしたい

というふうに思っております。技術的にどうに

もならないというのであればそれはいたし方な

いことでありますけれども、これまでとは違っ

てやっぱりＪＲもサービス業に徹するというよ

うなことだろうというふうに理解をいたしてお

りますので、そうしたところについてはさらに

沿線住民を代表する形で御要望いただきたいと

いうふうに思っているところであります。 

  私らもそんなに上京する機会なんてありませ

んけれども、やっぱり40分という時間になりま

すと、例えば天童を通過して新庄まで行く列車

に乗りますと、天童で駅にとめますと、例えば

車で天童まで行って、そこから往復して天童に

また帰ってきて寒河江まで帰ってくる時間帯で

すと、もう家に到着しているんですね、その待

ち時間の中で。ですから、そういうふうなとこ

ろでの不便さも感じているようでありますし、

特に首都圏から来る人は、向こうの電車は５分

あるいは３分置きに来るわけでありますから、

40分、50分となりますと非常に苦痛を感じると
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いうふうなことをよく言われております。そう

いうことで、さらなる住みやすいまちというこ

とで、さらに交流人口や定住人口をふやすとい

うふうな意味からして、重大な施策であるとい

うふうに思いますので、さらに力を加えていた

だきたいというふうに思います。 

  次に、市内企業の社員募集に係る情報発信等

の支援について伺いたいと思います。 

  寒河江市内には技術的にすぐれた企業も多く

あり、首都圏からの学卒の優秀な専門職を求め

たいと希望している会社もあるというふうに伺

っております。しかし、一企業としての情報発

信には限界があるために、首都圏において定期

的な就職説明会などを実施するような支援策が

欲しいというふうなことが言われております。

県外から市内の企業に職を求めることは、定住

人口をふやすだけでなく、専門職としての将来

も嘱望されますし、ひいては企業の発展にもつ

ながることが期待されるわけであります。本市

でも希望する企業を募るのだとして、首都圏に

おいて求人情報を発信する支援策を講じてはど

うかというふうに考えますが、市長の御見解を

伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 27年４月のハローワーク寒河江

発表の寒河江市内における有効求人倍率、専

門・技術職種では2.15倍、生産工程職種では

1.11倍、輸送・機械運転職種では1.77倍という

ふうに高い水準を保っているところであります。

また、早急に社員や優秀な専門職を求める企業

においては、ハローワーク寒河江管内だけでな

くて広く県内外に求人をしているという状況の

ようでございます。 

  市におきましては、現在県が設置をする県外

に居住する方がＵターン、Ｉターン就職を希望

する方の相談に応じる山形県Ｕターン情報セン

ター、そしてＵターン、Ｉターン就職希望者に

対して県内企業の求人情報の提供を行い、企業

の求人開拓を後押しする「やまがた21人材バン

ク」を通して求人企業あるいは求職者双方にウ

ェブサイトや電子メールなどを用いて情報提供

を実施しているところであります。 

  また、県のほうでこの11月に新たに立ち上げ

る就活情報サイトがあるわけでありますけれど

も、首都圏などの学生に市内の企業を知ってい

ただく大変大きな有効な機会でありますので、

寒河江中央工業団地振興協会など関係団体を通

じて広く企業のほうから登録をしていただき、

積極的に活用していきたいというふうに考えて

いるところであります。 

  そういうことで、市としては市単独でよりも

少し県全体として大きくこういうことをしてい

ったほうが優秀な学生も集まりやすいというこ

とで、規模を拡大した取り組みが有効というふ

うに考えておりますので、県や国の関係機関と

情報を共有しながら、市報あるいは市のホーム

ページなどで都内や県内を会場に行われる就職

面接会あるいは就職ガイダンス開催などのお知

らせを行うなどして、支援を続けていきたいと

いうふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 市長が答弁されたとおり、やっ

ぱり集まるほうからしても規模が大きいほど集

まりやすいといいますか、いろんな職種がある

というふうに思いますので、ぜひそういうふう

に対応をお願いしたいというふうに思います。 

  次に、市民主権の市政運営ということでお尋

ねをしたいと思いますが、初めに各種審議会等

の委員に対する任命書や、あるいは当選証書等

の氏名に敬称を用いることについてお尋ねをし

たいと思います。 

  このことについては前にも申しあげたことが

あるんですが、私は市民主権と言われるこの時

代にあって、こうした書類の市民に敬称を用い

ないということに少し違和感があります。役所

の長い慣習があって、そのようにしているもの
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というふうに思いますけれども、この際そうし

た市民に対して敬称を用いるようなことをして

はいかがというふうに思いますが、市長の御見

解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 審議会などの委員等を依頼する

場合、もともと「委嘱」という用語が使われて

いたというふうにも思いますが、現在は任命と

いうことであります。これは市の職員が職や地

位につける場合に用いられると、任命というこ

とであります。公務員法の規定によりまして、

審議会の委員なども公務員というふうになった

ために、市の職員と同様に「任命」の用語が用

いられるようになったというふうに解説をされ

ているところであります。そういった関係から、

審議会等の委員の任命書については現在の市の

職員の任命書と同様に様式上は敬称を記載しな

いということが通例になっているというふうに

も思います。ただ、実際は民間の学識経験者な

どを任命する場合には必要に応じて敬称を記載

することができるというふうになっているとこ

ろでございますし、実際の辞令交付式で名前な

どを読み上げる際には敬称の記載の有無にかか

わらず敬称を用いているというのが実態かとい

うふうにも思います。今後、御指摘の点もあり

ますので、他の市の対応などを調査もしていき

ながら、敬称を記載する方向で検討していきた

いというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 同じようなことで、選挙管理委

員長にもお尋ねしたいと思いますが、さきの当

選証書付与式の際にも同じようなことを私は感

じておりましたので、同様の質問をさせていた

だきたいと思います。 

○國井輝明議長 兼子選挙管理委員長。 

○兼子昭一選挙管理委員長 当選証書へ敬称等を

用いることについて、現在の対応について申し

あげます。 

  当選証書とは、選挙に当選したことを証明す

るため、当選人に選挙管理委員会から交付され

る「証書」であることは御案内のとおりであり

ます。また、「証書」とは文字等をもって何ら

かの事実を表示し、その表示された内容が証拠

となり得るものとされておりますので、感謝状

等とは違い、当選証書には敬称を記載しないこ

ととするのが通例であると認識いたしておりま

す。このことから、当選証書への敬称は記載し

ないこととしておりますが、お名前を読み上げ

る際には敬称を用いているところであります。

今後は他の選挙管理委員会での対応等を調査し、

研究してまいりたいと考えておるところでござ

います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 委員長から大変おかたい回答を

いただきましたけれども、そんなにかたく考え

ることはないと私思っているんですが、つまり

証書に書いていないことを読まれて、名前に敬

称がついていないのに、例えば私の場合ですと

「内藤 明殿」と、こういうふうに委員長おっ

しゃるんですね。じゃあ何でそんな呼び方をさ

れるのか、逆に私疑問に思うんですが、今の時

代にあって、証書とはそういうものだろうとい

うふうに私も思います。別に敬称なんかついて

いなくても証書にはなるわけでしょう。という

ふうに私は思うんですよ。ですから、ほかの自

治体ではどういうふうになっているかわかりま

せんけれども、そうしたことの気持ちを、つま

り敬称をつけて呼ばれた気持ちを大事になさっ

て、ぜひ御検討いただきたいというふうに思い

ます。 

  最後に、損害賠償の額の決定に係る議案等の

中で、請求者に敬称を用いることについてお尋

ねをしたいというふうに思っております。 

  通常、損害賠償の請求は過失割合の少ないほ

う、あるいは相殺して過失の小さいほうが請求

するものであって、そういう意味では敬称があ
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ってしかるべきだというふうに思います。とこ

ろが議案書にはこうした敬称がありません。請

求者がこれを目にしたら、気分を害するんじゃ

ないのかなと思います。今、いろんな形で情報

が流れますので、議案書の作成等にあっては役

所に一定の書式があるのかどうかわかりません

けれども、損害賠償の額の決定に係る請求者の

氏名等にも私は敬称を用いるような形で改めて

はどうなのかなというふうに思っているわけで

ありますが、市長の御見解を伺いたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 損害賠償の場合の敬称を議案書

に記載するということについては、これまで事

実関係をあらわすことに主眼を置いて、敬称を

略して議会に諮ってきたという経緯があろうか

というふうに思いますが、御指摘の点なども十

分理解できる点がございますので、今後いろい

ろ他の事例なども調査をして、研究していかな

ければならないというふうに思います。他の事

例という点で言いますと、個人情報保護の観点

から自治体の判断によって議案書の中に請求者

の住所、氏名を記載しないというところもある

ようであります。そうした方法もいろいろ調査

をしながら検討して、もちろん議会のほうにも

御相談をさせていただきながら、よりよい方法

に向けて検討していきたいというふうに考えて

いるところであります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 今までいろんな形で研究したり

御検討されたりすることが多々あるというよう

なことで御答弁をいただきました。ぜひ私の意

のあるところを酌んでいただいて、前向きな結

果になることを御期待して、私の一般質問を終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

石山 忠議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号16番について、８番石

山 忠議員。 

○石山 忠議員 ６月定例会の最後の一般質問と

なりました。よろしくお願いしたいと思います。 

  通告番号16番、歴史のまちづくりについて。 

  地域の特徴、伝統を生かした魅力の競い合う

時代、個性的なまちづくりのために特に慈恩寺、

平塩熊野神社、寒河江八幡宮を生かしたまちづ

くりについてお伺いをいたします。 

  私は、今般の市議会議員選挙において「市民

の目線で心豊かに暮らせるまちに」を信条とし

て、人づくり・まちづくり・夢づくりを進め、

自信が持てる寒河江をつくるために取り組むこ

とを訴えてまいりました。そこで、このたびは

市民が幸せを感じるための夢づくりとして、伝

統文化の継承・保存の観点から質問させていた

だきます。 

  市長は、平成27年度の市政運営の要旨の中で、

歴史と文化を生かし、新たな文化を育む人づく

りとして、昨年国の史跡に指定された慈恩寺旧

境内や、慈恩寺のみならず大江氏関連の史跡や

古文書を初め、無形民俗文化財などの保存・伝

承に取り組むことを述べられています。 

  まず、慈恩寺について、市長初め関係各位の

御努力により国の史跡指定を受けられましたこ

とについて敬意と感謝を申しあげます。 

  京都国立博物館の主任研究員は、「慈恩寺は

東北では平泉と並ぶ文化財の宝庫。慈恩寺を知

らない学芸員はいない」と断言されていますし、

美術界でも「慈恩寺を知らないのはもぐり」と

言う方もいるそうです。 

  そこで、慈恩寺「悠久の魅力」向上基本計画

推進協議会が５月18日に開催されたと伺ってい

ますが、協議を踏まえて今後の文化財としての

慈恩寺振興についてどのようにお考えなのかお
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伺いいたします。 

  なお、慈恩寺観光については木村議員も御質

問なさっておりますので、重複を避けた範囲で

お願いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども御答弁申しあげたわけ

でありますけれども、慈恩寺「悠久の魅力」向

上基本計画推進協議会については、慈恩寺「悠

久の魅力」向上基本計画の推進のためにことし

の２月２日に発足をいたしました。 

  今後の慈恩寺の振興策については、御案内の

とおり国史跡区域内の整備と、その周辺の整備

というものを計画的に進めていくことにしてい

るところであります。 

  国史跡区域内については、今年度と来年度に

「史跡慈恩寺旧境内保存管理計画」というもの

を策定して、国の指導を得ながら、史跡の整備

と保存・管理に取り組んでいくことにしている

ところであります。 

  また、史跡の周辺の整備については、さきの

基本計画に基づいてさまざまな事業を推進して

いくということにしているわけでありますが、

特に早期建設の要望が強いガイダンス施設につ

いては、できれば今年度概要をまとめていきた

いというふうに考えているところであります。 

  今後基本計画と、それから２カ年で策定をす

る保存管理計画の調整を十分図りながら、ある

程度長期的な視点なども踏まえて、地元の皆さ

んとも一体となって整備を進めていきたいとい

うことを基本的に考えているところでございま

す。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 御答弁ありがとうございます。 

  今の御答弁の中で、区域内については保存計

画、それから周辺については基本計画に基づい

て進めてまいるというお話を伺いました。進め

るに当たりまして、史跡指定というのは出発だ

というふうに思います。これから正念場を迎え

るのかなと。そのための基本計画であり、ある

いは保存計画であろうと思いますので、ぜひ検

討の状況等を公開しながら、住民参加により身

近な計画の作成がなされることを御期待申しあ

げたいと思います。特に慈恩寺は仏像群のみな

らず建造物においても、また地元の棟梁の心意

気でつくった三重塔など、他に類を見ないさま

ざまな史跡がございますので、ぜひそれらにつ

いての保存計画あるいは振興策をぜひしっかり

と進めていただきたいということを御要望申し

あげたいと思います。 

  続いて、平塩熊野神社についてお伺いをいた

します。 

  熊野神社は日本最大級の神像、伝十王像や仏

像を鋼で刻んだ平安末期の銅鏡２面のほか、平

塩舞楽を伝える慈恩寺とあわせ、寒河江の持つ

全国有数の歴史史跡と言われています。文化財

としての熊野神社の振興策と、あわせて平塩で

は舞楽の後継者や特に稚児舞の後継者に不安を

抱えているとお伺いをしました。貴重な文化遺

産の伝承のために、どのように取り組んでいか

れるのかお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 本市には、国指定無形民俗文

化財であります慈恩寺舞楽、県指定無形民俗文

化財としての平塩舞楽など３件、市指定無形民

俗文化財として幸生田植え踊りなど７件があり

まして、それぞれ地域の皆さんが保存会を組織

して保存・伝承活動に熱意を持って取り組んで

おります。 

  教育委員会といたしましても、文化財の保

存・活用を図るために文化財保護事業費補助金

交付要綱を設けまして、国や県と連携しながら

保存会等による文化財の修理や保存事業を支援

しているところでございます。 

  御指摘の平塩舞楽の後継者の問題につきまし

ては、少子高齢化など社会全体が抱える問題と

密接にかかわっておりまして、他の保存会にも
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共通する課題であるというふうに認識しており

ます。まずは保存会において地域住民も交えた

話し合いや、積極的な後継者確保、人材育成の

取り組みを進めていただくことが肝要と考えま

すが、平塩舞楽は県指定文化財でもありますの

で、教育委員会といたしましても県と協議しな

がら、保存会の伝承活動を支援してまいりたい

と思っております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 文化財の伝承というのは限られ

た地域になる場合が多うございます。そういっ

た意味では、今教育長から御答弁ありましたよ

うに、平塩地区のみ、あるいは氏子のみという

ことでの伝承、継承というのは、少子高齢化の

時代は大変難しくなっているのかなというふう

に思っています。また、県指定の文化財と市指

定の文化財、取り扱いが相当違いますけれども、

これについては後ほど触れさせていただきます

が、ぜひ地域の状況等をつぶさにお調べになっ

た上、さらにお話し合いを進めた上で、氏子の

みでなくて続けられるような、そういった保存

会の組織のあり方もあるのではないかなどとい

うことも御提言をしながら進めていただければ

ありがたいなというふうに思っています。 

  続いて、寒河江八幡宮についてお伺いいたし

ます。 

  寒河江八幡宮は建久２年、1191年、寒河江荘

地頭、大江広元公の長男、親広公が鎌倉鶴岡八

幡宮を勧請したことに由来すると言われていま

す。寒河江大江氏の支配は、第18代高基まで実

に395年の長きにわたるもので、その間、寒河

江城の西方に八幡宮を置き、鎌倉八幡宮で行わ

れておりました豊饒への流鏑馬儀式を取り入れ

るなど、小鎌倉と言われる城下町を整備しまし

た。寒河江市民のよりどころである寒河江八幡

宮の歴史の伝承についての取り組みについてま

ずお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 寒河江八幡宮の歴史の伝承に

ついてでありますが、大江氏ゆかりの文化財が

ございますけれども、大江氏というのは御案内

のとおり鎌倉時代から戦国時代までの約400年

間にわたって寒河江地方を支配いたしまして、

多くの大江氏関係の文書や絵図など貴重な文化

財が残されております。 

  現在、大江氏ゆかりの文化財としては、寒河

江大江氏家臣の郷目貞繁の絵図や、大江寒河江

城図、天分本大江系図など７件が市の有形文化

財に、また13代大江知広、同夫人の墓地が市の

史跡に指定されております。 

  大江氏ゆかりの文化財については、教育委員

会において歴史文化財保存業務の中で調査を進

め、必要とあれば市文化財保護委員会に審議を

委ねまして、引き続き指定による保存伝承を図

ってまいりたいと考えております。 

  また、寒河江八幡宮に関しては、平成23年に

県指定無形民俗文化財になった「寒河江八幡宮

流鏑馬」のほか、市指定有形文化財の「寒河江

八幡宮本殿及び拝殿」、同じく八幡宮所有の

「流鏑馬図」など、貴重な文化財が県や市の指

定を受けて保存、活用が図られております。特

に流鏑馬につきましては、流鏑馬保存会の要望

を受けまして、市としても後継者の育成、伝承

活動を積極的に支援するため、今年度「流鏑馬

伝承事業」に対して助成することにしていると

ころでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 大江公のゆかりの文化財等につ

いて御紹介をいただきましたけれども、保存業

務の中で対応してまいりたいということでござ

いました。先ほどの熊野神社とも関連があるの

ですけれども、やはりあの神社において、ある

いは氏子においてさまざま苦労がなされており

ます。それについても十分把握をしていただき

たいなということを申しあげながら、次に進み

たいと思います。 
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  これらの文化財、有形、無形を問わず保存・

伝承の取り組みのためには歴史資料館というの

が必要になってくるのではないかなということ

は前から言われておりましたし、私も思ってお

ります。 

  寒河江八幡宮の前の通りは流鏑馬通りの名称

を用いるなど、八幡宮に縁の深い六供町、特に

八幡宮にかかわる六供集や山伏修験の中心であ

った旧服装学院の跡地の活用について伺ってま

いりたいと思います。 

  この跡地利用については、なか保育所の移転

の話題もあるようですけれども、保育所につい

てフローラ内に開設するなどということも検討

してはいかがでしょうか。そのことを含めて、

御見解を賜りたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 それでは、まず歴史資料館の

建設について私からお答えを申しあげたいと思

います。 

  歴史資料館の建設につきましては、以前から

歴史美術館の整備構想がございまして、そのこ

とをおっしゃられていることと存じます。ただ、

昨年12月議会の一般質問で市長がお答えしてお

りますように、寒河江服装専門学校跡地の有効

利用につきましては、庁内で検討されていると

ころでありますので、一緒になって対応を考え

てまいりたいというふうに思っております。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 私のほうからは、なか保育所に

ついてフローラ内に開設してはどうかというよ

うな御提案でありますけれども、保育所の設置

に関しては現在は県の保育所設置認可等事務取

扱要領というものに基づいて設置をしていると

いうことでありまして、それによりますと保育

所としては独立した建物とするという規定があ

るわけであります。そういう意味からすれば、

なか保育所をフローラ内に設置をするというこ

とについては県が示しております設置の要件に

は満たさないというふうになるのではないかと

いうふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 旧服装学院の跡地の利活用につ

いて、特に歴史のまちをつくっていく、あるい

は関連の深い地域に特に有望なといいますか、

使いやすい土地ができたということが一つの歴

史資料館的なものをつくってはどうかという発

案でございましたし、それに合わせて保育所は

独立した建物でなければいけないということが

あったんですが、市民との触れ合いなど、そう

いったちょっとこれまで例のないような保育施

設というのも検討の課題になるのかなというこ

とでお伺いしたところでございました。特に歴

史資料館等についてはぜひ実現できるように御

努力をお願いしたいというふうに思います。 

  次に、平成22年11月に寒河江八幡宮流鏑馬保

存会、寒河江市観光協会、寒河江市商工会の３

会長名で要望いたしましたグリバーに流鏑馬馬

場の設置についてをお伺いいたします。 

  先ほど教育長からもありましたように、これ

まで流鏑馬保存会や奴保存会、氏子青年神輿会

に対し、後継者育成のため、寒河江ふるさと塾

形成事業や、県指定無形民俗文化財寒河江八幡

宮流鏑馬伝承事業での御支援に感謝をしながら、

さらに伝統文化の継承・発展のために馬場の設

置実現のために取り組まれることをお願いした

いと思いますが、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 グリバーさがえに流鏑馬場、流

鏑馬の馬場を設置するという御質問であります

が、先ほど石山議員からもありましたが、平成

22年11月22日に流鏑馬保存会、それから市の観

光協会、それから商工会の３会長連名で要望を

いただいているところであります。要望の内容

としては、先ほど御質問にもありましたが、グ

リバーさがえの利用の一つの手段として伝統あ

る民俗文化財の流鏑馬を観光資源として活用し
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たいという趣旨であります。その馬場をどこに

設置するかということについても、管理棟のあ

る堤防のり面下と、水面広場の間の平場を利用

して、延長350メートル、幅２メートルの区間

に砂を敷いて、水面広場側に的を射るという構

想のようでございました。この堤防ののり面は

御案内のとおり傾斜が緩やかについております

から、流鏑馬を鑑賞するにも最適だというよう

なことで、この場所をぜひお願いしたいという

ような御要望であったわけであります。 

  現在、御案内のとおりグリバーさがえについ

ては24年に完成をして、25年から河川敷の特徴

ということでカヌーなどを中心にしてイベント

等多彩な事業を展開しているところでございま

す。今後ともさらに利用を拡大していく、推進

していくために、多目的な利活用を一層考えて

いかなければならないというふうにも思います。 

  市としては、先ほど教育長が答弁いたしまし

たように、流鏑馬保存会に対しては後継者育成

のための支援というものをことしから始めてお

りますが、この馬場の設置についてもその支援

の状況などを十分、取り組み状況なども見きわ

めながら、今後関係者と協議を重ねていく必要

があるというふうに考えているところでありま

す。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５９分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  石山議員。 

○石山 忠議員 流鏑馬馬場についての御答弁、

ありがとうございました。 

  流鏑馬保存会では、民俗文化財の継承・発展

のために、通年の鍛錬として流鏑馬の馬場が欲

しいという話があったのですが、先ほども申し

述べましたように、教育委員会の御厚意といい

ますか御努力によりまして伝承事業の補助を受

けたということで、今年は馬をリースの形で借

用いたしまして、１カ月程度子供たちとともに、

あるいは一般市民のために教室等を開きながら、

自分たちの技術アップのために努力をしてまい

りたいという考え方でいるようでございます。

これらの一つのよりどころとして、グリバーの

多目的利活用の一つの形として実現に御支援を

いただければありがたいなというふうに思いま

す。 

  以上、地域の特徴、伝統を生かした魅力の競

い合う時代と言われる今日、寒河江市を代表す

る３つの文化財を核として、個性あふれるまち

づくりを進めることが、市長が市政運営の要旨

で述べられておられます「歴史と文化を生かし、

新たな文化を育む人づくり」につながるものと

思います。 

  このように、すぐれた歴史遺産を持つ寒河江

市にとっては追い風が吹いていると捉え、大げ

さな表現かもしれませんが寒河江市の改造計画

について述べてみたいと思います。 

  「寒河江は明るく近代的なまちに一変したが、

半分物足りない」という感想を漏らした友人が

いました。「多くの人たちが築いてきたまちの

記憶、歴史のにおいが足りない」と言うのです。

まちの品格を高めるためには、文化財の宝庫、

歴史遺産のまちとして文化力アップが必要だと

思います。 

  そこで、市の顔である駅前あるいは駅舎に鎌

倉武士や勇壮な流鏑馬の姿を駅舎の外装デザイ

ン、またはモニュメントに採用してはいかがで

しょうか。内部にも慈恩寺のほか平塩の神像や

伝承されてきた文化財の迫力ある写真を掲示し

てはいかがでしょうか。さらに、市役所ロビー

を活用し、ミニ展示場を開設できないものでし

ょうか。御所見を承りたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 何点か御質問をいただきました



 - 93 -

が、私からは駅前のデザインあるいはモニュメ

ントの採用についてお答えをしたいというふう

に思います。 

  御案内のとおり、寒河江駅あるいは駅前につ

いては、左沢線の利用のみならず、さまざまな

面で、特に駅前の広場については市民の憩いの

場所として利用していただいているわけであり

ます。例えば「神輿の祭典」でありますとか、

あるいは年間５回ほどするんですかね、「チェ

リーマルシェ」でありますとか、また地元の盆

踊り大会などということで、にぎわいを創造し

て、イベント会場として利用していただいてい

るわけであります。 

  先ほどモニュメントという御質問でありまし

たけれども、モニュメントについては駅の南側

の噴水の中にさくらんぼのモニュメントがある

わけであります。北側には無限のエネルギーの

象徴としてのホルサがあるわけでありますね。

まずそういった形で、何とか駅前の品格をつく

っているというふうに思います。 

  また、駅だけでなくてその周辺などについて

歴史的な整備ということであれば、駅から八幡

宮、それから流鏑馬の馬場をめぐるコースとい

うことで、平成22年度にヒストリーロードをつ

くったところであります。これは寒河江の基礎

をつくった、先ほど来お話ありましたけれども

大江氏の史跡など寒河江の歴史をめぐる散策路

になっております。 

  それから、フローラ寒河江前から寒河江八幡

宮の入り口までの道路は流鏑馬通りということ

でありまして、流鏑馬通りについてはまちづく

りの委員会などをつくって、門前町の歴史と文

化の香る町並みを形成していくという取り組み

を進めてきております。あんどんや流鏑馬をモ

チーフにしたのぼり旗、そしてことしにはＬＥ

Ｄの街路灯なども設置をして、門前町のイメー

ジアップに努めてきているというふうに思いま

す。 

  御質問の鎌倉武士や勇壮な流鏑馬の姿を駅舎

あるいは駅前の広場にデザインまたはモニュメ

ントとして設置をしてはどうかということであ

ります。スペースの関係もありますけれども、

地元のまちづくり推進委員会、あるいは「神輿

の祭典」のフィナーレの場所でもありますから、

神輿会などとも十分意見交換をしながらしてい

く必要があるというふうに考えておりますので、

御指摘の点については今後の研究課題というふ

うにさせていただければというふうに思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 私からは文化財の写真掲示、

それから市役所ロビーのミニ展示場のことにつ

いてお答えをしたいと思います。 

  昨年、市制施行60周年を記念いたしまして、

寒河江市再発見事業というのを実施いたしまし

た。市役所では、白岩ののぼり旗展、市立図書

館では平塩熊野神社展、ハートフルセンターで

は慈恩寺三カ院展などを開催いたしまして、多

くの市民の方々に市内のすぐれた文化財を見て

いただく機会を提供したところであります。い

ずれも大変好評を博したというところでありま

す。 

  また、寒河江駅自由通路には、慈恩寺の国史

跡指定の機運を盛り上げるとともに、山形ＤＣ

に向けて慈恩寺の木造十二神将立像などの迫力

ある写真パネルを展示したところでございます。 

  ただし、これらの公共施設につきましては、

スペース等の問題もございまして、常設するの

は難しい面もありますので、今後とも機会を捉

えて文化財の写真等の展示などを検討してまい

りたいと考えております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 最初にミニ展示場のことでちょ

っとお話しさせていただきますが、白岩ののぼ

り旗等いろいろな市の伝承物について展示の機

会を設けられたということは承知しております

し、それらについてはたくさんの方々が見に来
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られたということも存じ上げているつもりです。

ただし、常設というふうになってきますとなか

なか難しいのかなということで、取っかえ引っ

かえできるものとすれば市のロビー等の活用と

か、あるいは図書館というとなかなか難しいん

でしょうけれども、不特定多数の方々がいつで

も見られるような準備をする、そういったこと

も取り組みとしては大きく効果があるのではな

いかということを思ったから申しあげたところ

でございました。 

  次に、市長のほうからも答弁がありました。

ヒストリーロードとか、あるいはグリーナリー

ロードとかアートロードとか、過去にこのこと

について御質問したことがありましたけれども、

これらについても市民の方たちが十分その内容

を理解しているかどうかということについては

大変な疑問を持ってございます。さらに、現在

市内各所にある史跡などの注意標に加えて、わ

かりやすい説明板等を設置するということも考

えてはいかがかなというふうな思いを持ってい

たところでございます。 

  そんなことで、展示場については通年誰でも

いつでも見られるような対応ができないものか

ということ、それから説明板という必要性をど

のように捉えておられるかについて御見解を賜

りたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 展示場につきましては、これ

からいろいろな観点から検討を加えて、よりよ

い展示の仕方などを考えさせていただきたいと

いうふうに思っております。 

  それから、市内にございます標柱の説明板の

件でございますが、教育委員会が所管する文化

遺産に係る標柱としては、昭和61年度から３カ

年で実施した「ふるさと歴史百選」事業により

まして設置したものがございます。これは市民

の投票をもとに、ふるさとのすぐれた文化遺産

を100カ所選定いたしまして、地権者の御理解

と御協力のもと、100基の標石を設置いたしま

して、先人のすぐれた文化遺産を長く後世に伝

えようとするものでございます。あわせて、

「ふるさと歴史百選」の解説書を発刊いたしま

して、市民の郷土の歴史に関する理解を深める

ことに大いに役立てていただいたものと思って

おります。 

  標柱に説明板を設置してはとの御意見であり

ますが、標柱のほかにさらに広いスペースが必

要であることや、土地所有者の理解を得なけれ

ばならないこと、事業費などの課題も多いこと

などから、今後これまでの解説書の改訂も含め、

文化遺産の説明の仕方などを十分に研究させて

いただきたいと思っております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 今、各所で新しいまちづくりを

進めている自治体が多くございますけれども、

それらの中でいろいろな標柱を立てたり、ある

いは文化財のみならずその地域のことを紹介す

るものがたくさん出ていますけれども、相当い

ろんな形で工夫をして、場所をとらない、ある

いは石柱にはめ込む、いろんな方法をとってい

るようでございます。そんなことで、今教育長

の話では検討を加えるということでございます

ので、ぜひそういった事例なども参考にしなが

ら、誰が来てもその地域がわかる、ものがわか

る、歴史がわかる、そんな取り組みを進めてい

ただければありがたいというふうに思います。 

  まちづくりは市と市民の主体的な努力が基本

だと思います。地域づくりの第一歩は、歴史を

知ることからスタートすることにより、地域愛

が高まり、地域への愛が湧いてまいります。市

民がまちをつくり、まちが市民をつくるのです。

地元学、寒河江学を進め、寒河江人をつくるこ

とが地方創生、寒河江創生に結びつくと考えて

います。 

  そんな中で、これは昭和63年に大江公入部

800年祭の際に小学校の副読本的につくられた
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冊子がございますけれども、これらも歴史を知

る上では大変貴重なものかなと思いますし、タ

イムリーなものかと思います。そんなことで、

これらも宇井 啓先生たちが監修をしてつくっ

ていますけれども、これも地元を知るという意

味では大変有効なものではないかと、寒河江人

をつくるための大きな手だてになるのではない

かというふうに思います。豊臣秀吉や徳川家康

は歴史で習いますけれども、大江広元、親広は

習いません、なかなか。そんなことで、地元学

のすすめ、いろんな形で努力をされていること

は存じていますし、いろんな講座がすぐ満杯に

なると好評なことも存じ上げております。そん

なことでも、こんなものがあるんだと、寒河江

ふるさとの歴史大江公物語、こんなことも取り

組みの中に含められたらよろしいのではないか

ということを御提案申しあげておきたいと思い

ます。 

  熊野神社、慈恩寺、寒河江八幡宮のほか、多

くの史跡や田植え踊りや獅子舞など、先ほど教

育長の答弁にもありましたけれども、民俗芸能

も数多く、生活に根差した伝統行事も多くあり

ます。さらに、臥龍太鼓などそれぞれの努力で

歴史をつくってきた団体もありますが、後継者

や経費などそれぞれが課題を背負っていると伺

っています。多くの歴史的財産を保存・伝承す

るために、市指定文化財に限る寒河江市文化財

保護条例のほか、例えば一つの例ですけれども

慈恩寺保存条例のような文化財保護のための対

策、ルールを定め、恒久的な財政支援を図るべ

きと考えますけれども、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 御案内のとおり、地方自治体

は文化財保護法及び条例に基づきまして、その

区域内に存する重要な文化財の保存と活用に必

要な措置を講ずることとなっております。本市

においては、文化財保護法の規定に基づきまし

て、文化財保護の基本となる寒河江市文化財保

護条例を定め、市指定の有形無形文化財等の指

定等について規定しているところであります。

また、あわせまして文化財保護事業費補助金交

付要綱というのを定めまして、文化財を管理及

び修理、保存する事業を行う文化財の所有者等

に対して補助金を交付し、文化財の保存と活用

を図るための活動を支援しているところでござ

います。 

  なお、この補助金交付要綱では、法や条例の

趣旨を踏まえまして、市内に存する文化財であ

れば国や県の指定であるか否かにかかわらず、

これまでも補助対象としてきておりまして、今

後とも国や県と連携しながら、財政支援を行っ

てまいりたいと考えておりますので、御理解を

賜わりたいと思います。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 補助金の交付要綱等でいろいろ

と文化財に対する支援はありますけれども、こ

こでは申しあげませんが額についてはなかなか

厳しいものがあるというふうに理解をしており

ます。そのために、他制度あるいは国県の制度

等の活用について、いろいろと御支援あるいは

御努力をされているということも存じ上げてお

りますけれども、それ以上地域の実情というの

は大変厳しゅうございますので、いろいろと情

報などを提供していただきながら、各文化団体

の、あるいは文化施設、そういったものの継

承・発展にこれまで以上の御支援を賜りたいと

いうふうに要望申しあげます。 

  まとめとして、まとめるためには要点は３つ、

３つしか覚えていないとは中坊元日弁連会長の

話だそうですが、寒河江には全国に誇るべき歴

史資産がある、これが１つ目です。２つ目、寒

河江の顔である寒河江駅を中心に文化力を高め、

歴史のまちを打ち出す。３つ目、市と市民が連

携して、まちを知る運動を進める。 

  日本文化、和の文化に国内のみならず世界の

注目が集まっています。今をチャンスと捉え、
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歴史のまちづくりに取り組まれることを望みま

して、質問を終わります。ありがとうございま

した。 

 

   散    会    午後１時２０分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして本日の日程は

終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 

 


